
JP 6538870 B2 2019.7.3

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車両のエンジンを搭載するための液圧式マウント（１０）であって、
　マウントコア（１２）を支持するための、エラストマー材料から形成されている荷重支
持バネ（１１）と、
　前記荷重支持バネ（１１）によって範囲が区切られている作動チャンバ（１３）と、
　中間板（１４）によって前記作動チャンバ（１３）から分離されるとともに、エラスト
マー材料から形成されたカウンタバランス膜（１５）によって範囲が区切られているカウ
ンタバランスチャンバ（２５）と、を備え、
　前記作動チャンバ（１３）と前記カウンタバランスチャンバ（２５）とが、液圧液体で
充填されるとともに、減衰流路（１６）によって互いに接続されている液圧式マウントに
おいて、
　前記中間板（１４）が弾性的な受入保持具（１７）中に装着されており、この受入保持
具（１７）は、前記中間板（１４）を掴み込むのであり、倒れ込むように振れ動きが可能
な支持領域（３４）を有するものであり、
　前記受入保持具（１７）は、周方向に互い違いとなるように配置される突起（３１，３
２）を有し、これら突起（３１，３２）が軸方向に突き出している液圧式マウント。
【請求項２】
　請求項１に記載の液圧式マウント（１０）において、前記受入保持具（１７）がリング
状に形成されている液圧式マウント。
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【請求項３】
　請求項１または２に記載の液圧式マウント（１０）において、前記受入保持具（１７）
は、前記中間板（１４）における径方向に突き出すリングフランジ（２９）を受け入れて
保持するリング状溝（３０）を有する液圧式マウント。
【請求項４】
　請求項１または２に記載の液圧式マウント（１０）において、前記受入保持具（１７）
は、第一支持領域（３３）および第二支持領域（３４）を有し、第一支持領域（３３）と
第二支持領域（３４）とは、相互間で、倒れ込むように振れ動きが可能に設けられている
液圧式マウント。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一に記載の液圧式マウント（１０）において、前記受入保持具
（１７）は、前記カウンタバランス膜（１５）と一体に形成されている液圧式マウント。
【請求項６】
　請求項５に記載の液圧式マウント（１０）において、前記受入保持具（１７）と前記カ
ウンタバランス膜（１５）とは、エラストマー材料からの一体の硬化・加硫部材として形
成される液圧式マウント。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに記載の液圧式マウント（１０）において、前記カウンタバラ
ンス膜（１５）は、カップ状のカバー（２２）中に受け入れられており、このカバー（２
２）は、径方向にずれるようにして段差をなす周縁領域（２７）を、前記受入保持具（１
７）を受け入れて保持すべく備えている液圧式マウント。
【請求項８】
　請求項７に記載の液圧式マウント（１０）において、カップ状のカバー（２２）の先端
領域は、弾性的な前記受入保持具（１７）の径方向突起部（３６）によって覆われている
液圧式マウント。
【請求項９】
　請求項７または８に記載の液圧式マウント（１０）において、前記荷重支持バネ（１１
）は、支持具（２３）に、硬化・加硫によって取り付けられており、この支持具（２３）
は、カップ状のカバー（２２）に取り付けて固定される取付固定部を有する液圧式マウン
ト。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれかに記載の液圧式マウント（１０）において、前記液圧式マウン
ト（１０）は、前記荷重支持バネ（１１）を受け入れるハウジング（２４）を有する液圧
式マウント。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれかに記載の液圧式マウント（１０）における、カップ状のカバ
ー（２２）またはハウジング（２４）に中間板（１４）を組み付ける方法であって、
　ａ）弾性的な前記受入保持具（１７）を受け入れるためのカバー（２２）またはハウジ
ング（２４）を供給する工程と、
　ｂ）前記中間板（１４）について、非連結の開いた姿勢・状態にある前記受入保持具（
１７）中に差し込むことにより、前記受入保持具（１７）の第一支持領域（３３）上に載
せ置かれるようにする工程と、
　ｃ）前記中間板（１４）及びカウンタバランス膜（１５）を、前記カバー（２２）また
は前記ハウジング（２４）の中へと押し込むことにより、前記受入保持具（１７）の第二
支持領域（３４）が、内側へと倒れ込むように振れ動いて、前記中間板（１４）を掴み込
むようにする工程と、
を含む方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、液圧式マウント（hydraulic mount）、特には自動車両（motor vehicle）の
エンジンを搭載するための液圧式マウントであって、(i)マウントコアを支持するための
、エラストマー材料から形成されている荷重支持バネと、(ii)荷重支持バネによって範囲
が画されている作動チャンバと、(iii)中間板によって作動チャンバから分離されるとと
もに、エラストマー材料から形成されたカウンタバランス膜によって範囲が画されている
カウンタバランスチャンバと、を備え、作動チャンバとカウンタバランスチャンバとが、
液圧液体で充填されるとともに、減衰流路を通じて互いに接続されているものに関する。
さらには、本発明は、このような液圧式マウントにおけるカップ状のカバーまたはハウジ
ングに中間板を取り付ける方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　このような、液圧方式にて減衰を行うマウントは、特には、車両ボディから自動車両の
エンジンを支持するのに用いられるのであり、一方では、路面の凹凸によって生じる振動
を減衰させ、他方では可聴音の振動を遮断するために用いられる。路面の凹凸によって生
じる振動は、液圧システムによって減衰させられるが、この液圧システムは、液体が充填
された作動チャンバと、カウンタバランスチャンバと、この二つのチャンバを互いに連結
する減衰流路とによって形成される。液圧システムの作動方式について、次のように述べ
ることができる。作動チャンバは、荷重支持バネの動きによって、より大きく、または、
より小さくなる。この際、作動チャンバ内にある液体が、減衰流路を通じてカウンタバラ
ンスチャンバ中へと押し出される。減衰流路中にて往復運動する液体が、減衰作用を実現
する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　このような液圧式マウントは、高周波領域にて、甚だしく動的に硬くなる傾向があり、
その結果、可聴音に悪影響を及ぼしうる。対応策としてダンパーが役立ちうる。ダンパー
は、車両中またはマウント中に組み付けられる。
【０００４】
　上記に基づき、本発明の根底をなす課題は、導入部で述べたような液圧式マウントにお
いて、簡単な構造および簡単な組み立て操作により、高周波領域における減衰特性を改良
することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決すべく、本発明は、導入部で述べたような液圧式マウントにおいて、次
のことを提案する。すなわち、中間板が、弾性的な受入保持具中に保持され、この受入保
持具は、中間板を掴（つか）み込むのであり、倒れ込むように振れ動きが可能な支持領域
を有する。
【０００６】
　本発明にかかる液封マウント中、中間板は、組み付けられた状態では、周縁部が、弾性
的な受入保持具によって、完全に囲まれている。中間板がフレキシブルに支持・装着され
るようにすることにより、中間板がダンパーとして機能し、発生する高周波振動を吸収す
ることができる。さらに、中間板は、ハウジングとの振動伝達が完全に遮断されているの
で、発生する振動を遮断することができる。倒れ込むように振れ動きが可能に設けられた
支持領域により、受入保持具は、アンダーカット部を有するものとなりうる。このアンダ
ーカット部は、受入保持具が連結のために閉じられた姿勢・状態にて、中間板を完全に囲
み込むようにする。
【０００７】
　本発明の好ましい実施形態が、従属請求項の請求の対象である。
【０００８】
　好適には、受入保持具はリング状に形成される。ここで、受入保持具の寸法は、中間板
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の外形寸法に合わされている。
【０００９】
　好適には、受入保持具は、リング状の凹部を有しうる。このリング状の凹部は、中間板
における径方向に突き出したリングフランジを受け入れて保持する。弾性的な受入保持具
が連結のために閉じられた姿勢・状態において、このリングフランジが受入保持具の支持
領域によって取り囲まれる。
【００１０】
　好適には、受入保持具は、第一支持領域および第二支持領域を有し、第一支持領域と、
第二支持領域とは、相互間で、折れ曲がるように振れ動きが可能に設けられている。
【００１１】
　好適な実施形態においては、受入保持具は、軸方向に突き出す複数の突起を有する。こ
れらの突起は、周方向に互い違いとなるように配置される。これらの突起でもって、弾性
的な受入保持具の剛性を、簡単な方式にて調整することができる。ここで、複数の突起は
、両方の支持領域に備えられうる。
【００１２】
　好適な実施形態においては、受入保持具はカウンタバランス膜と一体に形成される。こ
のようにして、液圧式マウントの構造をシンプルにすることができる。
【００１３】
　受入保持具及びカウンタバランス膜を、エラストマー材料からの一体の硬化・加硫部材
として製造することができる。
【００１４】
　好適には、カウンタバランス膜は、カップ状のカバー中に受け入れられる。このカップ
状のカバーは、受入保持具を受け入れて保持するための、径方向に位置をずらされて他の
部分との間で段差をなす、周縁領域を有する。
【００１５】
　振動伝達の遮断作用を可能な限り大きくすべく、カバーの先端の領域は、弾性的な受入
保持具の径方向突起部によって覆われる。
【００１６】
　好適には、荷重支持バネは、支持具に、エラストマー材料の硬化・加硫によって取り付
けられる。この支持具は、カバーに取り付けられて固定される取付部を有するものである
。この際、取り付け固定は、例えば、カバーの支持領域をかしめることにより行うことが
できる。
【００１７】
　好適には、液圧式マウントは、荷重支持バネを受け入れるハウジングを有する。
【００１８】
　さらに本発明は、先行する請求項のいずれかに記載の液圧式マウントにおける、カップ
状カバーまたはハウジングに中間板を組み付ける方法に関する。この方法は、
　ａ）弾性的な受入保持具を受け入れるカップまたはハウジングを用意する工程と、
　ｂ）開いている受入保持具中に中間板を差し込んで、中間板が、受入保持具の第一支持
領域上に載せ置かれるようにする工程と、
　ｃ）中間板及びカウンタバランス膜を、カバーまたはハウジングの中へと押しこみ、こ
れにより、受入保持具における第二支持領域が、内側へと倒れ込んで、中間板を掴み込む
ようにする工程と、
を含む。
【００１９】
　このようにして、受入保持具が閉じられて連結された姿勢・状態において、中間板の周
縁領域が受入保持具によって完全に取り囲まれる。このことにより、中間板をフレキシブ
ルに保持することができるので、ダンパー機能が得られる。さらに、中間板は、ハウジン
グのカップ状のカバーとの振動伝達が完全に遮断される。すなわち、振動絶縁がなされる
。
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【００２０】
　以下に、本発明を、図面に概略的に示した例示的な実施形態を参照して、より詳細に説
明する。図面は以下の通りである。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明にかかる液圧式マウントの垂直断面図を示す。
【図２】受入保持具、及び、一体のカウンタバランス膜についての斜視図を示す。
【図３】非連結の開いた姿勢・状態にある受入保持具についての垂直断面図を示す。
【図４】連結のための閉じた姿勢・状態にある受入保持具についての垂直断面図を示す。
【図５】受入保持具が、非連結の開いた姿勢・状態にあるとき、及び、連結のための閉じ
た姿勢・状態にあるときにおける、中間板および受入保持具の垂直断面図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　図１は、図示しない車両ボディにおける、図示しない自動車両（motor vehicle）のエ
ンジンを搭載するための液圧式マウント（hydraulic mount）１０を示す。液圧式マウン
ト１０は、エラストマー材料から形成された荷重支持バネ１１を有しており、これは、硬
化もしくは加硫がなされたマウントコア１２を支持するためのものである。マウントコア
１２に、エンジンが取り付けられる。
【００２３】
　荷重支持バネ１１は、作動チャンバ１３を外部から区切るものであり、この作動チャン
バ１３は、中間板１４でもって、カウンタバランスチャンバ２５から分離されている。カ
ウンタバランスチャンバ２５は、筒状のベローズ（roll bellows）とも呼ばれるカウンタ
バランス膜１５によって外部から区切られている。これらチャンバ１３，２５は、液圧液
体で充填されるとともに、中間板１４に設けられた減衰流路１６を通じて、互いに接続さ
れている。
【００２４】
　中間板１４は、カバー部１８と、ベース部１５とを有し、ベース部１５中には、成形に
より、減衰流路１６が形成されている。カバー部１８およびベース部１９は、プラスチッ
クなどの合成材料から製造される。中間板２１中には、隔離チャンバ２１が備えられ、こ
の隔離チャンバ２１中に、隔離膜２０が受け入れられて保持されている。隔離チャンバ２
１は、開口部２６を通じて作動チャンバ１３と接続している。
【００２５】
　カウンタバランス膜１５は、受入保持具１７を有し、この受入保持具１７は、カウンタ
バランス膜１５と一体に形成されている。カウンタバランス膜１５は、エラストマー材料
からの、一体の硬化・加硫部材として製造される。
【００２６】
　中間板１４から径方向に、リングフランジ２９が突き出し、このリングフランジ２９は
、受入保持具１７のリング溝３０中に受け入れられて保持される。
【００２７】
　受入保持具１７の具体的な実施形態について、図２～図４を参照して説明する。
【００２８】
　図２および図４は、受入保持具１７、及び、一体に設けられたカウンタバランス膜１５
について、受入保持具１７への連結がされていない状態で示す。受入保持具１７は、リン
グ状に形成されており、周方向に互い違いに配置された突起３１，３２を有する。これら
突起３１，３２は、軸方向に突き出している。突起３１，３２は、中間板１４についての
特にフレキシブルな支持・装着を実現する。ここで、その剛性は、突起の形態によって、
特には突起の数によって調整可能である。
【００２９】
　ベローズとして形成されるカウンタバランス膜１５は、硬化・加硫によって受入保持具
１７に一体に取り付けられる。
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【００３０】
　受入保持具１７は、第一支持領域３３を有する。第一支持領域３３は、接続領域３５を
介して第二支持領域３４に接続される。第一支持領域３３から突起３２が突き出し、第二
支持領域３４から突起３１が突き出し、いずれも軸方向に突き出している。連結されてい
ない先端側では、径方向突起部３６が突き出している。
【００３１】
　図３は、受入保持具１７を、その連結の姿勢・状態（閉じられた姿勢・状態）にて示す
。この姿勢・状態において、振れ動き可能に設けられた第二支持領域３４が、径方向内側
へと倒れ込むように振れ動かされている。このことにより、中間板のリングフランジ２９
（図示せず）を受け入れて保持するリング状溝３０が、受入保持具１７に形成される。
【００３２】
　図５を参照して、カップ状のカバー２２に中間板を組み付ける操作について説明する。
ここで、図５の左半部は、受入保持具１７が非連結の開いた姿勢・状態にあるときにおけ
る受入保持具１７組み付け状態を示す。これに対し、図５の右半部は、受入保持具１７が
連結のための閉じた姿勢・状態にあるときの組み付け状態を示す。
【００３３】
　まず、硬化・加硫によってカウンタバランス膜１５が取り付けられた受入保持具１７が
、カップ状のカバー２２内へと差し込まれる。この際、振れ動き可能に設けられた第二支
持領域３４は、外側へとフラップ状に折り曲げられている。第一支持領域３３は、カバー
２２のショルダー部２８から、間隔を置いて配置されている。
【００３４】
　図５の右側部分は、連結のための閉じられた姿勢・状態における受入保持具１７を示す
。中間板１４がカップ状のカバー２２内へと押し下げられると、第一支持領域３３はカバ
ー２２のショルダー部２８に載せ置かれる。周縁領域２７は、中間板１４が押し下げられ
た際、受入保持具１７の第二支持領域３４を内側へと倒れ込むように振れ動かせる。これ
により、中間板１４は、振れ動き可能に設けられた支持領域３４によって掴（つか）み込
まれる。
【００３５】
　このようにして、中間板１４の周縁領域は、受入保持具１７によって完全に取り囲まれ
る。連結のための閉じられた姿勢・状態において、受入保持具１７の径方向突起部３６は
、周縁領域２７の先端面に載せ置かれる。
【００３６】
　弾性的な受入保持具１７は、液圧式マウント１０に中間板１４をフレキシブルに装着す
ることを実現させる。このことにより、中間板についてのダンパー機能が得られ、これに
よって、高周波振動を吸収することができる。さらには、弾性的な受入保持具が、中間板
１４との振動伝達を完全に遮断し、これにより、引き起こされた振動に対する振動絶縁を
行うことができる。
【００３７】
　受入保持具１７が、カウンタバランス膜１５と一体の硬化・加硫部品として製造される
ので、製造および組み立てを行うのを、特にシンプルなものとすることができる。組み立
ては自動的に実施することができる。
【符号の説明】
【００３８】
１０　液圧式マウント
１１　荷重支持バネ
１２　マウントコア
１３　作動チャンバ
１４　中間板
１５　カウンタバランス膜
１６　減衰流路
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１７　受入保持具
１８　カバー部
１９　ベース部
２０　隔離膜
２１　隔離チャンバ
２２　カバー
２３　支持具
２４　ハウジング
２５　カウンタバランスチャンバ
２６　開口部
２７　周縁領域
２８　ショルダー部
２９　リングフランジ
３０　リング状溝
３１　突起
３２　突起
３３　第一支持領域
３４　第二支持領域
３５　接続カラー（接続領域）
３６　径方向突起部
 

【図１】 【図２】

【図３】
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